
都道府県名 宮 城 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 亘理町立吉田中学校

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ １ ７
１３

生徒数 ５１ ７３ ７８ ２ ２０４

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

確かな学力を身につけ，主体的に学ぶ生徒の育成
基礎・基本の定着を図る指導法の工夫を通して

２．研究内容と方法
(1) 実施学年・教科

全学年 数学 （少人数指導・ＴＴ指導）
理解に差が出やすい教科であるとともに，２年生では多くの生徒に基礎的な

事項でのつまずきが見られたため。

全学年 理科 （少人数指導・ＴＴ指導）
実験・観察でのＴＴ指導や，教科指導での少人数指導を通し，自然の事物・

現象についての理解を深めさせ，理科離れを防ぐため。

(2) 年次ごとの計画

○テーマ

確かな学力を身につけ，主体的に学習する生徒を育成するために
基礎基本の定着を図る学習指導法を工夫する。

○研究の見通し（仮説）
平 ○研究の内容
成 基礎・基本の定着を図る学習指導法の工夫を以下のように行えば，確かな
15 学力を身につけ，主体的に学ぶ生徒を育成することができるであろう。
年 （１） 生徒の学力についての実態把握の工夫。
度 （２） 各教科においての，生徒の実態から押さえた基礎・基本を定着させる

指導法の工夫。
（３） 教育課程の弾力的運用による，朝の読書や計算の時間の確保。
（４） 個に応じ，学力を向上させるための指導方法や指導形態の工夫 （数。

学・理科においての少人数・ＴＴ指導）
（５） 家庭学習の習慣化を図る工夫。
（６） 補充学習的な選択の授業（含公文式学習の導入）の工夫。
（７） 学校支援ボランティア（含採点ボランティア）の活用の工夫。

○テーマ
平成１５年度に同じ（予定）

平 ○研究の見通し（仮説）
成 ○研究の内容・方法
16 平成１５年度の研究内容を引き続き深めていく予定。ただし上記の（４）
年 ＴＴ・少人数については，英語の基礎学力に不安がある実態から，１６年度

。 ，（ ）度 は英語と数学を予定している また公文式学習の導入を大きな柱として ６
補充学習的な選択数学の授業と （７）学校支援ボランティア活用に重点を，
置いて研究を進めていく予定である。



(3) 研究推進体制

校 長

教 頭

研究推進委員会

・研究全体の企画・運営
・研究に関わる連絡・調
整

研究推進全体会

調査・研究部会 研究計画部会 授業研究部会

・生徒の学力の実態把 ・研究の全体構想 ・授業研究会の企画
握（ＮＲＴ・ＡＡＩ ・関係機関との連携 と運営（記録のまと
等諸調査の分析） （公文教育研究会・ め）

・ 各教科の学力の実 学校支援ボランティ ・授業内容の反省・研「
態と身につけさせた アなど） 究・改善
い基礎学力について ・朝の読書・百ます計 ・指導方法の工夫
のアンケートのとり 算・Ｔタイム（公文 ・ＴＴ・少人数学級の
まとめと考察 数学）の時間の計画 授業の研究・記録

・学習に関するアンケ ・運営 ・特殊教育における研
ートの立案実施・考 ・選択数学（公文）の 究主題へのアプロー
察 計画・運営 チ

・評価の研究，累積 ・文献，先進校の研究 ・ホームページの立ち
・研究成果の検証方法 ・研究紀要の作成など 上げと運営 など
の提案

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

生徒の学力についての実態把握の工夫。（１）
６月に「全国標準学力検査（ＮＲＴ （１年（国・数・社・理と「学習適）」

応性検査（ＡＡＩ ・２年（国・数・英 ，３年（国・数・英）を実施し，）」 ）
各教科で結果の分析を行った。３月には１年 国・数・社・理で，到達度診
断（ＣＲＴ）を実施する予定。
各教科においての，生徒の実態から押さえた基礎・基本を定着させる指導（２）

法の工夫。
① （１）で把握した実態をふまえ，各教科において「吉中生に身につけさ
せたい基礎的な学力」とは何かを考え，指導法を工夫してきた。

② 上記の点に主眼をおいて構築した授業の実践を行い，また事後の反省会
寄せられた感想等の集約から利点や改善点を明確にし，今後の指針とする

， 「 」 。とともに 学力向上の基盤となる 教師の指導力の向上 を目指してきた
教育課程の弾力的運用による，朝の読書や計算の時間の確保。（３）

朝の１０分間に朝読書と百ます計算の時間を設けて，脳を活性化させ授業へ
集中して臨ませるためのウォーミングアップ的な要素と，学力の基礎となる
「読む力」と「計算力」を養うことを目指してきた。
個に応じ，学力を向上させるための指導方法や指導形態の工夫。（４）

， 。数学と理科で 基礎学力を向上させるために少人数指導やＴＴ指導を行った
少ない人数での指導によって，生徒一人一人の学習への取り組みの様子がよ
く見えるようになり，個別指導の機会も増えたという利点が挙げられた （成。
果をまとめている途中）
家庭学習の習慣化を図る工夫。（５）
「チャレンジノート （家庭学習帳）の毎日提出を呼びかけ，それを担任が」

， ， ， 。点検することで 生徒の努力を認め 励まし 学習への意欲を喚起してきた
課題としては，今後，質的向上を図る手立てを考えることである。
補充学習的な選択の授業（含公文式学習の導入）の工夫。（６）



選択の授業で，２年国語・数学，３年国語・数学・社会・理科で習熟度別の
同教科２コースを開設し，生徒それぞれが自分に合ったコースを選択できる
ようにしたことで，意欲的な取り組みが見られた （自分ができる，わかる。
授業）２年生では，特に数学で基礎学力の不足が著しく，早急な手立てが必
要なことから 「公文式学習（数学 」を３月より導入することとした。現在， ）
まで公文教育研究会の方々に幾度となく来校していただき，研修会を数回行
い，準備を進めている。新１年生と２年生については，来年度の６月から実
施の予定である。
学校支援ボランティア（含採点支援ボランティア）の活用の工夫。（７）
学校支援ボランティア（採点支援ボランティア）の募集に対し，今のとこ

ろ２５人程度の協力が得られており，公文式学習実施に伴う採点についての
講習会を１月末に行うことになっている。地域の教育力を学校教育に導入す
ることにより，学校と地域が一体となって生徒の学力向上を目指す雰囲気を
作っていくことも大切であると考える。

２．今後の課題

上記の研究内容について，アンケートや諸調査を行い，その成果と問題点を明ら
かにしていく。既に明白な問題点については，研究推進委員会を中心にその打開
策を具体的に示していく。
現時点での具体的な課題としては，例えば家庭学習（チャレンジノート）の質

の向上。ただ書き写すだけの学習から，わからないところを解決し，確実に力の
つく家庭学習へと導くにはどんな手立てが有効か，といったような，学習の「質
的向上」を目指すことである。
今年度，公文教育研究会の協力をいただき，全職員でその学習法を理論的にあ

るいは実践的に学んできて，前述の問題点を解決する手立てとしても，さらには
我が校の研究テーマ自体を具現化するためにも，この公文式学習のノウハウを取
り入れていくことがたいへん有効であることがわかってきた。
来年度は，是非この部分に主眼をおき，研究を進めていきたいと考えている。

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

６月に「全国標準学力検査（診断的検査・ＮＲＴ （１年（国・数・社・理と）」
「学習適応性検査（ＡＡＩ ・２年（国・数・英 ，３年（国・数・英）を実施）」 ）
し，各教科で結果の分析を行った。３月には，１年生で，目標準拠検査（到達度
診断・ＣＲＴ）を 国・数・社・理で実施する予定。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

＊ 研究会、説明会等の開催については未定て゜あるが，何らかの形で公文式学
習を取り入れた選択数学の授業研究会を実施したいと考えている。

＊ 研究成果普及のためにＨＰを作成した （一部工事中）。
＊ フロンティアティーチャーとしての研究成果普及のための目立った活動実績
は特にない。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 ■１５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級
■７～９学級 １０～１２学級
１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 ■ 少人数指導 ■ Ｔ．Ｔによる指導
その他

【研究教科】 国語 社会 ■ 数学 ■ 理科
外国語 音楽 美術 技術・家庭
保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ■ 有 無
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